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別記
専門試験出題分野一覧

［試験区分］ ［出 題 分 野］
数 学 基礎数学及び応用数理（集合・位相等基礎概念、線形代数、微積分、代数、幾何、

解析、オペレーションズ・リサーチ、確率、統計）
化 学 化学及びその応用（化学工学を含む。）に関する専門基礎（数学、物理、物理化学、

分析化学、無機化学、無機工業化学、有機化学、有機工業化学、化学工学）
電 子 工学に関する基礎並びに電子工学及び通信工学に関する専門基礎（数学、物理、電

磁気学、電気回路、電子回路、半導体デバイス、通信工学、制御工学、情報工学）
機 械 工学に関する基礎及び機械工学に関する専門基礎（数学、物理、材料力学、流体力

学、熱力学、制御工学、機械力学、機械設計、機械材料、機械工作）
造 船 材料力学、流体力学、熱力学、船舶算法、船体構造、船体振動、推進性能、運動性

能及び復原性能
航 空 航空機力学、熱力学、航空原動機、空気力学、材料力学及び自動制御
（化学、電子及び機械については多枝選択式で、数学、造船及び航空については記述式で行う。）
平成 22年度防衛省職員採用 種試験公告
平成22年度防衛省職員採用Ó種試験について次のとおり告知する。
平成 22年４月１日 防 衛 省

１ 試験の名称 平成22年度防衛省職員採用Ó種試験 （行政職俸給表^１級の係員等を採用するた
めの試験）
２ 試験区分 行政、語学（英語）、国際関係（英語）、国際関係（中国語）、国際関係（朝鮮語）、数
学、電気・電子、機械、土木及び建築
３ 対象官職
\ 行政職俸給表^１級の官職
] 研究職俸給表１級の官職
４ 受験資格 次に掲げる者
\ 昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた者
] 平成元年４月２日以降に生まれた者で次に掲げるもの
ア 大学、短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び平成23年３月までに大学、短期大学又は
高等専門学校を卒業する見込みの者
イ 防衛省がアに掲げる者と同等の資格があると認める者
ただし、日本の国籍を有しない者及び自衛隊法（昭和29年法律第165号）第38条第１項の規定に

該当する者は、受験することができない。
５ 第１次試験

\ 試験種目 教養試験（多枝選択式）、専門試験（多枝選択式又は記述式）及び論文試験（専門
試験（多枝選択式又は記述式）の出題分野は、別記のとおりとする。）

] 試験の実施日 平成22年６月13日（日）
^ 試験地 札幌市、仙台市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、福岡市及び嘉手納町
なお、試験場は、原則として上記都市内に設けるが、事情により上記都市周辺に設ける場合も
ある。

_ 第１次試験合格者発表 平成22年７月９日（金）に、各試験地に対応する次の試験実施機関（そ
れぞれの所在地は10]に掲げる。）において、受験番号を掲示して発表する。
［試験地］ ［試験実施機関］
札 幌 市 北海道防衛局
仙 台 市 東北防衛局
東 京 都 防衛省大臣官房

名 古 屋 市 東海防衛支局
大 阪 市 近畿中部防衛局
広 島 市 中国四国防衛局
福 岡 市 九州防衛局
嘉 手 納 町 沖縄防衛局
なお、合格者には書面で通知する。

６ 第２次試験
\ 試験種目 口述試験及び身体検査
] 試験の実施日
平成22年７月下旬の指定する１日
試験日時の変更は、原則として認めない。

^ 試験地
第１次試験に同じ。
第２次試験地の変更は、原則として認めない。

７ 最終合格者発表 平成22年８月20日（金）に、第１次試験合格者発表の場所と同一場所において、
受験番号を掲示して発表する。
なお、合格者には書面で通知する。

８ 採用候補者名簿及び採用方法 試験実施機関が試験区分ごとに採用候補者名簿を作成し、採用は、
これらの名簿に記載された者の中から行う。
なお、採用候補者名簿の有効期間は、最終合格者発表日から１年とする。

９ 給与 この試験に合格し、採用された者は、防衛省の職員の給与等に関する法律（昭和27年法律
第266号）の適用を受け、俸給は原則として次のとおりとする。このほか同法等の定めるところに
より、諸手当が支給される。
［適用俸給表］ ［俸 給］
行政職俸給表^ １級25号俸
研究職俸給表 １級25号俸

10 受験手続
\ 受験申込用紙請求先 防衛省大臣官房又は第１次試験の申込みを所掌する地方防衛局若しくは
地方防衛支局

] 受験の申込み 受験希望者は、所定の受験申込用紙１部に所要事項を記入し、本人の写真をは
り、希望する第１次試験地に対応する次の申込先に提出すること（郵便又は信書便による申込み
の場合は、簡易書留等その引受け及び配達が記録される取扱いとすること。）。
ただし、Ò種試験及びÓ種試験を同時に申し込む場合は、Ò種試験の第１次試験地に対応する
申込先（平成22年度防衛省職員採用Ò種試験公告参照）に提出すること。
申し込むことができる「試験区分」は、いずれか一つに限る。
なお、受験申込書の「試験区分」の変更は、申込受付期間内に申出があった場合にのみ認める。
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［申 込 先］

札 幌 市 北海道防衛局 〒060`0042 札幌市中央区大通西12丁目
総務部総務課人事係 y011（272）7578 ＦＡＸ：011（272）7561

仙 台 市 東北防衛局 〒983`0842 仙台市宮城野区五輪１`３`15
総務部総務課人事係 y022（297）8209 ＦＡＸ：022（295）9220

東 京 都 防衛省大臣官房 〒162`8801 東京都新宿区市谷本村町５`１
秘書課採用試験室 y03（3268）3111 ＦＡＸ：03（3260）0716

名 古 屋 市 東海防衛支局 〒460`0001 名古屋市中区三の丸２`２`１
総務課人事係 y052（952）8221 ＦＡＸ：052（952）8230

大 阪 市 近畿中部防衛局 〒540`0008 大阪市中央区大手前４`１`67
総務部総務課人事係 y06（6945）4952 ＦＡＸ：06（6945）7681
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